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【一般講演4】 第12席 『鍼灸抜萃大成』について

岐阜 宮川 隆弘

岡本一抱子の代表的著作『鍼灸抜萃大成』は江戸時代中期以降に相当普及した鍼灸書であり、近代から

現代に至ってもしばしば復刻されている。本書は広く読まれたものの、詳しく検討したものとしては、小

野文恵氏の解題があるのみである。本書は上・中・下の三巻に分けられ、それぞれ鍼灸の基礎的な知識か

ら始まり、孔穴の取穴方法及び主治、病症に対する治療に関することが掲載された総合的な鍼灸書である。

今回これまでの研究も踏まえながら、本書の実践的な箇所はどのような内容があるのかを吟味していきた

い。

以下が検討する事項である。

1、書誌学的なこと

2、これまでに著された2つの関連する著作との比較

3、内容について

4、本書の引用書について

5、その他

6、考察

日本鍼灸臨床文献学会第10回学術大会（2002） 37（22）


